























Subjects Com- EXclange Simulated 1,1ulticanonical
1次転移 1 × × ○
｢指数分布族｣でない場合 2 ○ ○ ×
独立レプリカ間の重なり 3 ○ × ×






















































































































































【20]伊庭幸人 (1997),物性研究所研究会 ｢物性研究における計算物理学｣(1997年 6月),
http://vvw･ism･ac･jpriba/houkoku3e･html
で ｢物性研だより｣ に載った報告が見られる (があまり情報量は無い).
[叫 伊庭幸人,Ph･DThesis,審査中
(及びその中の文献):とりあえず入手不能ですいません.
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